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賓 的

本品 は, rhllの近世 の叔材化 に幽 す る研究 であ る｡ ますH血lの道理 に触 れ, そのHallの

u即 を叔材化 す るに当た り3つの加点 を旋 めたO そ してその 3つの視 点 か ら8つのtTi瓜点

を挙 げ. その吐息.tliを t)とに叔 材 を作成 し. その叔 材 を t)とに して附属 小･､7-校 でJi･扱投光

を した. そ して その結梨 か ら, ここで挙 げ た注意点 か架 た して授業 の111秘 にふ さわ しい も

のであ ったか否 か につ いて考ホ した｡

1.はじめに

成瀬助教授のご助言か ら.柴合族の組合せ

論について研究を始めたれ その研究 した発

令族のkL合せ論の中からHallのkl理を題材 と

して救材を作成することを考えたO叔材化に

LMしては.顎者白身はとんと:T･備知識を持っ

ていなかったが.叔材化の手比を学ぶ ことは

邪411一】身の課題 と以えて.叔材化に収 り糾ん

だ｡

そこで.H山1の延性の内容 自体は中学/Jlや

r瑞枝JJiの学ノJでは㈹鮒な t)のと.Ii!われたが.

どんな蛸材であってt)その対毅にAL､じた液相

化ができるのではないか と考え,本論の臼標

を次のように止めた｡

目線

雅令鉄のkl合せ論について研究L.し.その中の

1つの舶材を対教にふ さわしい叔材となるよ

うにいくつかの旺忠点を挙げて教材を作成 し.

それ らの注意点かその対戦にふ さわしいt)の

であったか否かについて考察する.

2.fhuの定 理 に つ い て

ます. SDRの'出超について述べる｡

与えられたJj!合Sの部/JIIJi合S',S2,….S.

に対 して.

S■)xl l'=1.2,…,〟

なる〃個の元であって.

1≦Vi.)-≦n に対 して.

H J ⇒∫lf∫1
とIiるxL.X2,...,X.をSL.S2,...,S.のJll火な

る代滋系 (systemoEdisdnctrepresentadves)

略 してSDRと呼ぶ ことにする｡

そして.Hauの止理 とは1!介Sの部分JJ!令

S.,S2,...,S.か次のような粂JJILCを減たせ

ば.SL.S2,...,S.のSDRが/i/l･:するとい

うことを示 した t)のである｡

粂IJl~C:†L⊂I-【n] にlJL.

JUS.l≧JLJlIL

また,Sl,S2,…,S.か粂l'[~Cを満たすと

いうことはSl,S2..",S.の SDRが/fLl=_す

るための必坐条件であるOつまり,

S.,S2,...,S｡にSDRがIi托する〇

･S.,S2,…,S.が粂L′lCを消たすo

となる｡
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3.扱 材 化 に 際 し て の 目標 と注 意 点

HaJlの止即 の教材化 に際 して,^品 では小

･1;I:枝 2ili/I;.を対 毅 としたので ｢小･､f･校2咋/卜

にふ さわ しい教材化 をす る｡ ｣とい うことを

放fイ化 の Ll拙 と し. ます次の 3つの祝山 を止

めた｡

視 点1 諭PJ!件 と,倫Dl!.rr.Jな滋朗ノJを益 う教

材 とは どの ような t)のか｡

批点2 題材 をどの ようにかみ砕 くか.

視点 3 どの ように して直感 だけに鰍 らせず

倫jlll.的に< えさせ るか｡

次 に. l1.でやけた3つの棚‥＼'!'.か ら火 際 に

Hallの止理 を地相 に教材 をYII戊す る 卜で.吹

の 8つの往瓜点 を.'投出 した｡

視点 1について

.約jlll･_(rJli排.論の始れ をれ批す るとい うこと

と.l1分のJ,えをAtlFrで滋Blす る機公 を Ij･え

るということをIll心 に,次の 3つの111_瓜.し■､(を

瀧け た｡

(1)諭即的 な･5.えかJtlr小こ.'日.るようにす るD

(2)rl/)1のJl'えを&以 する以州 を.放ける｡

(3)n'/)の< えを触 り返 らせ るようにす る｡

視点 2について

救材の小で扱 う t)の に対す るイメー ジが/ド.

従のLI■にfJ)くようにす るとい うことを小心 に,

次の 2つの11三.Ll;点 を,放けた｡

(4) .艇的 な似合 ではな く.111純化 した t)

の を扱 う｡

(5)扱 うものに1.1す るイメージが/ト従のIJr

にUjくようにす る｡

視点 3について

批 点 2で′卜W.の イメージを 巾祝 したが. そ

こか ら./l:.'址がlIJ.I.Bだけ に鍬 って<･えて しま

わな いよ うにす るという ことを小心 に.次の

3つのtl:_,LTi点 を.'dtけ た｡

(6)冶jJ止什 の瓜 朋が子(き過 ぎにな らない よ

うにIlu'diでの説明で抑助 をす る｡

(7 )教材 の.11で川 い る:i~瓜は.で きるだけ

数′､;''rrJな .(い い.ILを川 いる｡

(8)的琳化 した例 を川 いる.

これ ら8つの汁LTJ.I.(を t)とに してllallのd'

理 を叔村化 し.fFl湖水 をYL･:)成した｡

(指や尖 は別fl料 )

4.授 業 の 流 れ に つ い て

ここで,投jEの人 まかな流れにつ いて述 べ

る｡

扱滋の輔̂l
以l(li.没if

Hal1の山jTl1..において,n-4.JSl-4の似

合 を.馳IjiIしたOそ して.Fiを災合にiい/てて.

ポ ール を111合のノLにiい (.てた｡

常人

SDRを収 り目す とい うことを. それぞれの

符 か ら1つず つポ ール を収 り川,す と き. それ

ら4つのポ ールが IIこいに∫4な る也にな るよ う

に収 り川す という ことに1､日L､させ て. ポ ール

の入れjJに よ らず. いつで t)SDRか/(-/rす

るのか どうか をJ,えさせ るよ うに した｡

例舶 1

中人 に対 して.SDRが//-L/lJ.しない 1例 をポ

げ た｡

打,'論1

例題1に よ り.ポールの入れ)Jに よっては S

DIlが/i/l≡しない切 作があ る ことを助朋 した｡
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･1F'Pl.祉他

人lLjは SDRが/i/T･:す るための必 AtL粂IJトを輔

くとい う.nL脳 を l/えた｡

そこでHa】1の止理 の条IJJICを次の4つに/JI'.m

した｡

条什1 どの潮//11Ji合 t)'iI公介ではな い｡

粂JJI2 t'の 2つの部分lJi合の和JJi合 も2つ

以 J･.のノ亡を17む｡

粂lノ13 どの 3つの榔'J)1Jlnの利 1Jl合 t)3つ

以 lのノ亡をiTむ｡

条114 4つの湖'/)1ji合の和1Jl合は4つの ノ｣

を1↑む｡

そ して. これ ら4つの条作 を4つの段肝 を

締 て 1つ 1つ弔 いてい くことに した.

ここは指特集の 2ページにあたるところであ

る｡

匝男の鋼
･第 1段階

JJJl

粂1′11を甘 くため.例iglではなぜ SDRが

/i/[こしな いか をJ:えさせ るo

LluIIr1

l''り1の肘芥 をI,･J人かの/卜征 に充 ぶ させ, それ

らをまとめて SDRが/('L/卜しない理Jhをa!,Jこ

する｡

粂†/11

PJl両1か らSDRか〟/l.す るためのgl11の粂

Lノトを中 く.

島引.'り1

条JJL-1の他には SDRか/i在す るための必出
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条件 はな いか を･5え させ ,条†′11をTI1''dた して

いて も,SDRが//I/ILIJ:い例 と して(91Jib'2

を挙げ,節2段肝 に進 む｡

以 卜＼ 条†′J2をや く那2段肝.条lノJ3をや

く節3段肝は耶1枚肝 とIL']蛸 に.SDRが/('

/l-,しな い例 を挙げ.SDRか/(/I.しな いLIITtLl

を々 え させ, そ こか らSPRか//･llす るため

の必iii粂IJトを帝 いたo そ して.外段肝 の以 後

にそ こまでで弔 いている粂lノlの他には SDli

那/i/Lす るための必 it条IJlはないか をL机出し

て.次の段肺 に進 む ように した｡

そ して.節4f致肺 で t)hTJじ流れ で条l′14を

や くが, ここでは鮎I日,J4をや けず,次の授児

の まとめの挫折 に迎…ん だo

ここは指や炎の 3ペ一 .)か ら7ペ ージにあた

ると ころであ る｡

担 jL:･の まとめl

気Ii'品2

SDRがll:/I:す るための必 出条IJlが4つ可 か

れ たので, それ らを投 光のもf,論 と して まとめ

てat/Jこした｡

鮎r.rH4

条件1-4を令て満 たす ことは SDRが/('lr

す るための l.分粂什 であ るが. ワー クノー ト

と越 した斬芥川紙 を Ij-え, それ を川 いて条Iノ1

1-4を手品たす色 々な状机 をJTlえ させ.締験

rrJに これ らが l/I)条IJlであ る ことを納 子:lさせ

ることに よ り,Hal1の止LllT.を糾 介す るための

巾イ1-と した｡

(ワー クシー トは析中共 の 10ペ ー ジに添 付

LI=O )

そ して.HalIの止LIJJ..を糾 介 し.数'7'への舛

吹.LkJ心 がUJくことをLUJ指 した｡



ここはfFi将尖の8ペ ージにあたるところであ

る｡

5.注 意 点 の 反 映 に つ い て

3.でBくけたIl.瓜点 をこの叔材 に どのよう

にk映 させ たかについて述べ る｡

ここでは.帖に瓜朋 したい点 として祝点 1

の汁瓜点 (1)と (2)について述べ ること

にす る｡

視点 1の注意点 (1)について

SDRか//:/J.す るための必ili粂1/Iを背 くた

めに. ますSDRか/i/I.しない例 を4つ挙げ,

それぞれの例 においてSDRが//～/lこしない理

両をJ,.え させ.それ らのLllJ･,lllか らSDRが/i

/l三す るための必iLi条†′lを 1つ 1つ布 くという

放れをYI-り.論理rr.JなLIE論のVJiE1-をlH価にす

ることで..論Llll･.(rJなJ:'えかJt_Lrliに山るように

した｡

視点 1の注意点 (2)について

f.'日1-4が l1分のJ,えを滋以す る以Ihiであ

る｡ これ らの(.'Uに対する鮒芥 を山求プ リン ト

という桝芥川紙 をnLlり.それに滋以 させ るよ

うに した. (iEl求プ リン トは指や尖の 9ペ ー

ジに祢1､JしたO )

そ して. これ らのIJりは SDRか/H l.しない

理lllはどこにrlLHすればよいかがで きるだけ

/Jlか りやすい例出 をやけてJ,-えさせ るように

した｡その ことによって.瓜 では分かってい

て t)文 ･tF化す るとなると瓜外 に別 しいという

ことに,Lunをl小ナさせ るようにした.

そ して.1日J人かの/l従にその解芥 を允滋 さ

せ.それに対 してABlにLigす る持寄 を Ij･える

ように した｡

また. この解芥はボールペ ンで記入 させ る

ように し.lH迫 った耕芥 t)残 るように したO
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6.結果の分析

さて.iLl求プ リン トと授没後に/ITったア ン

ケー トのも1.火か ら祝点 1の汁ぷ点 (1)

(2)がIlr'､jT･校 2il･/I.I.に対 してふ さわ しい t)

のであったかIT'かについてJ:然す る｡

視点 1の注意点 (1)につ いて

ア ンケ ー トの r｢収 り川せ るための条†′lを

探 っているのに. なんで収 り目せ ない例なん

かをJTjえるんだろ う｡変なJ:えノJだなあ｡｣

とい う印穀はあ りませんで したか｡ Jとい う

rlr.''.Jに対 して,｢はい｣.｢どち らとt)いえ

ない｣とJ･･J芥 した/l･.従 を介わせ ると41%で

あった｡ この ことか ら.SDRか//:/I.す るた

めの必At-粂L/Iをiflくために,SDRが/(-/[-.し

ない例 をポげて. そ こか らJjえを進 めてい く

という流れ をイn然 に感 じている/J-_従が. ､l′

歎近 くいたことが分かる｡

また,FJt_休 を通 して ｢鮒 しい ことをや 1

ているなあ.｣という印/Aはあ りませんで し

たか.Jというrll.'T.Jに対 して.｢はい｣.

｢どち らとt)いえない｣とl‖I芥 した/l~'diを合

わせ ると31%であったo これ らの/I征は.

1つの肌iElを･Bl･lJに押 しつけて しま1たため

に,難 しいという印'Aを文け たのではないか

と.FiLわれ る｡

これ らの ことか らこの日･_瓜点では.lFr･11''-校

2叫/Liにはィn然 な/jえノJを･J払,jJにLllIしつけ

た柵N-とな り,ふ さわ しい11･_瓜点 とはいえな

かった｡

ここは,SDRが/(-/I_す る例 をい くつか半

けて.それ らには どの ような竹徴かあるのか

ということをL'=llに<えさせて. そのJ:えを

まとめることで SDRか//二/I.するための必 Iilt

粂†/lを将 くようにすれば./I_従の l'lHIJRb州

し./l=.'d三が 日然に々えることがで きるように

なっていたのではないか と.11!われ るO

視点 1の注意点 (2)につ いて



ここでは.山求 プ リン トに&Alされ た/L･.紘

の桝芥 を.i瓜の瓜 味が とれ る t)のかが か.Bll

解の恐れがな い滋別 であ るかJT'か をl〔称 と し

て.;､HII布した打,一火 と.ア ンケー トか ら/JIかる/ド.

従の&別 にit]す る.LT.良性を突 き合わせ て･(然 し

た｡

その気1.:火,r.rilっている ことをうま く山 求

プ リン トに&Biで きま したか｡ l とい うPi問

に対 して. ｢はい｣と回芥 した/Il.'diは. .i'瓜

の.故l妹 も収 りやす く,.bNi解のない文 ･平.で&朗

され た解芥が よ り多 くあった｡

それにitJして.I"JLrll.r'Jに ｢いいえ｣と回

芥 した/J･.征は .i公の,掛妹が収 りやすい もの で

あって も,3'i僻 のない文 ･Tで&伽 され た耕芥

は少 な くなっていた｡

この ことか ら. 申,lFp校2il'･/J･.では.J'J//1の

15えが うま く裁別 で きたか どうかが rl//)で判

断 で きるようになって きていることが分か る｡

また.Eti彬 のな い桝芥 の多い少 ないにLu侠

な く.

FrLl.'り1-4｣の ｢JTI日日｣はわか っているけ

ど. そのわか って いることをち ゃん とぷ別 で

きな くちゃいけないなあ｡｣と.lJlいま したかoj

とい うrtl.L日に対 して. ｢はい｣とL･･I芥 してい

る/l･.征が 76%いた ことか ら.I'1/J)の考 えを

&以 す る ことの Ttiitt/l･.に忠誠がh'･日､て いる/L'.

従が. まず まず多 くなっていることが//)か るO

これ らの ことか ら.Ill･-7:校2叶/卜は rl/JIの

ぷ伽 に対 す るY]J斬)Jと. rl分 のJ:えを滋鋭 す

ることのTL:公刊への瓜.."M l高 ま りつつある役

柄 であるとJjえ られ, この日･.瓜点 は小.､7.校2

イl-1/l._に)･Jしてふ さわ しい ものであ ･･'た といえ

る｡

しか し./I･.比のぷ別 に刈 す る相中がJP,休 に

子iきJIl川､す.ノI‖ .I/Iな ものであった｡

7.おわ りに

^品では.地合鉄の糾 合せ諭 につ いての釧

光 と. それ を脳村 と した)､J奴に′i､さわ しい故

〃化 につ いて述べ たが,1!合鉄 の糾 合せ.論に

つ いてはJIJ冊 にヨ火い価/JILか深め る ことか で

きなか った｡

また.叔H化につ いては小17校2イド-/Iにふ

さわ しい故〃 化 をす るとい うことをIl快 と し

たか. 価/JI(rt)にはふ さわ しい点 t)い くつかあ

ったか.JTt休的 にはIlr･'F'校 2イド'･/卜の故材 と し

ては食 い辿 った もの とな った｡相 に批点 1の

汁il.点 (1)によって./L･-_従 の ['JJhを1¢うこ

とにな り. この点 においては人O.tに食い迎 う

んIi火 とな った｡

また.ア ンケ- 卜の コメ ン トのIllに ｢tlL･く

進 め ろ 1.と.Ji!った｡｣な ど,段澄の リズムの

..出さを指摘 した瓜 iLt)lいIr.った ことか ら,指

神仏 にお いて t).小.tFr校 2イド/卜には適 blJな も

のではなか ったとJiiわれ る｡

今後は./J:_従の l'llIJな71-えが伸ばせ る教材

とは どの ような t)のか とい う点 を小心 に研究

を進 めてゆ きたい｡ また.教材化 だけではな

く相 中比 について t)桝兜 してゆ きたい0
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Ĵj217'･･什 B糾 数･羊科･1;'･-円指将炎 1'J戊74L'･11)J28IL(火 )

1jY5,6肘 21B汲'iil 指呼JT lll申 宏和

地材 ホールの定.LILl.

指輔のJJ針

(1)申'1;I:校 2ilL-/J-.では.また北合の概念 を糾んでいないとJiltわれ るが.将来帆 に't;''ぷ

t)のとして.その/lJ'Jl'となるように',';州/̂もだけで も糾 めるようにする｡

(2)/I-I.征の直感 を人叫に しなか ら.その直感に即,削 rJなiu付けを将来的には/巨征l'l身

かつけ られ るように,諭PLi性 を人 小に した投淡 をす る｡

(3)で きるだけ/ド.征 11身か/i-えられる以 1(lJを多 く持つ ように し,そのJJえていること

をyll_.論的 (数学･((J)なよ税 にで きるよう山求プ リン トを IJ'-え.そ こで文 章化 させ,

それを充よ させて,それに対 して指将 を IJえる｡

(4)また. ワ-クシ- 卜をIj-え./ti従が手を効 か してJJ-える域 両を.'kLけ.経験的なtlll-

解 をした I-.でホ-ルの山上Lr1.を鮒介 して.数'11':の広 いIEl:非の ･$lLllJに触れ させ るo

HtT,I;i

(1)い くつかの例朗 をあげ, それ らか らlつ 1つ必出条IJ卜を中 き.Ir'.し.それ らを机み

rtねてい くことに より,山終的にそれ らが L･/JI条lJ卜であることを伝 える｡

(2)lilt,.沿rrJ(数学的 )に/)-えることの山 さをilIらせ るとトrJHJに,そのぺえJJを少 しで

も身に付け させ る｡

(3)I't//)のJj.えをIIIL..論rrJ(数･､IJ･-I(J)なムtLiでよ別 して,それ を文章化 できるようにす

る｡
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木 時 '#

･､;I: 群 .hTi. 軌 折 や 仁 の 鮒 .G:点 Ol'f'i Pj-

(似lrli,kL止)1節から4吊までの祈り.のついた節と,̂ミ ここでは.叫tllI'iしたinHl.を川いて′I=_'tJ: 半T-で/I:_'tJi

瓜.l一;..,'!.～のポールかそれぞれ4つずつ が湖面の状況を允/Jtイメージできるよ

あるO これ らの節に過､りにポ-ルを入れそれぞれの称から1つずつポールを収 り出すことを考えるoまた,郡に入 らないポールかあることt)あるし.やっぱの節があることt)ある.中人 うにする〇･叫h-話したin'11-を川いて追う色の4つの

どのようにポールを有iに入れてt).それぞれ ポールが収 り目せる似合の例をいくつ の.α.比をlLtJ

の#ILから1つずつii'Jltう色のポールが4つ収 り かザげ,′l...征か ｢塀人｣の内舘を允')I くoある 1つの節iか '/>!1ぽ

目せるだろうかolr イメージで きるようにするo

(例は1) こ′卜従か いな0り目せない

L｣L｣L｣山 であるということだけがホールの1{理の粂IJ1..にiLtJiする

① ② ③ ④ ようにする0このようIiとき.それぞれの有iから1つずつ追 う色のポールが4つ収 り

tlLJせるだろうかo ｢シ㌍つば｣という放念が ｢'Jr!JJj合｣という臓もー.:.論1 ･｢収 り州せる｣と T,想 Lfいことを ,止二価.出してお･この ｢例i坦1｣によって

いつでもそれぞれの節から1つずつiiTう色の 似合があることを触手Jさせ ｢泉.■il論lj ,念にilJ応.し

ポールが4つ取 りfJ'.せるとは触らないo'7'.軌淡L迫 を塀 くo･収 り‥L.+る似合と収 り日付 ない似合があることを折柄 し.次の ｢'?.刑部辿｣を以′Jミするo･この条件を探ることがこの授jtの11梓 ているo

それぞれの称から1つずつiltう色のポ-ルが であることを知 らせるo

4つ収 り州せるためにはどのような粂什が必 ･その粂什を探るため,ます ｢例越1｣

要だ'ろうかolll,J1 では.なぜそれぞれの節カ遇 う色のポールが4つ収かをrl.えてみることを仙･そこで rl.'り1｣を以ノJi.す･血求プリン トをnLlるO･rr.lり1｣の北山を T,XL!さ ･ら1つすつり川せないのすoるoせ.それを山

例脳1では,Jiぜそれぞれの節から1つずつ 求プ リントfこ.言Li以 させるo
iitう巴のポールが4つ収 りl日.せIiいのだろう ･仇l川巡視をして,一日1人かの′卜征をピッ
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･､;I.A 河 thT,. 臥 折 や I,.の 鮒 ,LL 点 81-['j Jj.

LtlJ.日日1 ･′l=_征の瓜比をまとめて.①の有iが空っ イlHノ, 一一と

ある1つの節か'+つばだからo条什1 ばであることを指摘 し,91に0の凧に の節にlLtJL

触 らす,他のとの節にiJしてt)空っぽ ても｣とい

であれば,それぞれの節から1つずつ う′山 まあま

追う色のポ-ルを4つ収 り目すことは り瓜朋せず

できないということを,J;J及 し,｢JIIJHfI .触れるれ!

1｣としてまとめる〇･｢JIMl1｣にlJ.)して火協があるかどうかを<)ねる〇･｢｢LtLIL.ltt1｣から次のような条JJl..か必 lhIにするOここでもある2つの抑

ど'のFILt)ンL!つぼであってはならないo鮎H',J1 出だねo｣といって ｢条1'卜.1｣を以′Ji.する〇･小 二.｢どれか 1つでt)ンドつぼの節かあれは.｢例出1｣のような状めいこなるからそれぞれの節から1つずつ迎う也のポールを4つ取 り目せないねo｣と対一山rrtJなLr;.~いlL.JLをする.･｢じゃあ.どのFit)'やっぱしやなけれ

条I'ト.1を手品たしていれば.それぞれの節から ば必ずそれぞれの節か ら1つずつ迎 う

1つずつ迎う色のポ-ルか4つ収 り日'.せるだ 色のポ-ルが4-I)収 り日I.せるだろうか

ろうかo O｣といって ｢uF.'',11｣の巾雑を.淡IHする〇･ここで少 しFIJuを取って次の ｢例出2pJを以′JiLするo

(例ii32)

L｣｣｣｣｣山 に lf.ri軌のポールしか入っていないということだけがホ

① ② ③ ④ -ルの定理
このようなとき.それぞれのFI-から1つずつ追 う色のポ-ルが4つ収 り の粂lJトにilT

目せるだろうかo 止するようにするo
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･､ア Pt 机 肋 指 や 卜. の 鮒 .LT; 点 伽I'i Jj.

lJり2 ｢川2｣のPu.rhを Y,想 させ.それを山 一日し. ーど

例也2では.なぜそれぞれの節iから1つずつ 求プ リントにn?Ll鎚 させるO
迎う色のポールが4つ収 り川せないのだろう ･机問巡視をして,一日f人かの′卜従をピソ

かo理由2 クアップし,そのPJ.えを,J.るo･JJ=_従の,uTJLをまとめて. LL{板にllfかせ①.②の節に

ある2つの節のllりこ.合わせて lFrt軌のポ- は介わせて 1Frt机のポールしか入って の2つの軒i

ルしか入っていないか らO条件2 いないことをf別海し,史に0.②の荊 にlJしても

に馴 らす,他のどの2つのFiに対 して Jという点

も合わせて1Wl胤 のボールしか入って はあまり瓜
い11ければ.それぞれの軒iから1つす 朋せず.帆

つ追 う色のポールを4つ収 り目すこと れるFl!]止に

はできないということを.i-及 し. ｢理lh2｣としてまとめる〇･｢LIP.‖ー2｣に)-Jして火諭があるかどう するor郁廿日 と

かを<iねるO いうrtl付が.和仙合の

｢｢理由2｣か ら次のような条件が必 冊数のrlH､l/_になつてい

どの2つの有りこt)合わせて2抑軌以 l..のポ- 少だね.｣といって ｢条イ′I.2｣を以′lミ る○ここでt)ある3つの第一

ルが入っていなければならないour.I"2 するo･1!に. ｢どの節 t)I/たつぽしゃなくてt),どれか2つの節目こ1抑机のポ-ルしか入っていなければ,｢例出2｣のような状めいこなるからそれぞれの軒iから1つずつ迎 う色のポ-ルを4つ収 り州.せないねo｣という姐に対lLLl(rJな.iーい回 しをして ｢粂什2｣の必出'帆を感 じさせる〇･｢どの節 も咋つぽしゃないし.どの2

条L/ド,1.2をテI'Gたしていれば.それぞれの荊 つの熟にt)2W(方i以 l-.の,ポールが人つ

から1つずつ追 う色のポ-ルが4つ収 りllJ.せ ているのに.それぞれの節から1/つす

るだろうかo つ追 う色のポールを4つ斗i介があるだろうかo｣鎚J,rf12｣の内彬を脱l目す･ここで少 し問を収つて. /｣をa!JJこするo 収 り川せないといって,｢るo次の ｢例出3

(例脳3)

L｣｣｣｣｣山 に 2抑机のポールしかないということだけがホ-ルのユニ

① ② ③ ④ 理の条什 に

このようなとき.それぞれの節から1つずつ追 う色のポールか4つ収 り iiT反するよ

目せるだろうかo うにする○
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･､;I,. 門 1.Tl. gilJ 指 や 卜 の 鮒 .LTl 点 附 JjL

問3 ･｢条件 1,2｣をiI'G.た していることを血潮するo･収 り出せるかどうかを少 しli日を収つてT,悠 させ. ｢収 り出せるJと T,li!した/I.'.址がいるかどうかを俳,恕するo･次の rl.rJJ3｣への進みノJは. r酬出2｣か ら ｢川2｣への進みノJとL..'JLノjはをとる〇･｢問3｣のLTLl日日を T,魁!させ.それを追 LH.し. ｢どの3つの抑

例ibr3では.なぜそれぞれの柿から1つずつ 求プ リントに.LiJLi糾 させるo

1むう也のボールが4つ収 り目せIclL､のだろう ･机榊巡視をして.一日f人かの牛従をピッ

かo仰山3 クア ..′プし.そのJj.えを,lJ,与板に,lfかせるo･'巨従の恵山をまとめて.①.②.③の
ある3つのFiのIIJtこ.合わせて2印加のポ- 抑 二は介わせて2印加のボールしか人 にiltJしてt)

ル しか入っていないからO条件3 Jlていないことを指摘し.火にO.② Jという,L.lit

.③の粁IIに触らす.どの3つの節目こよ.J はあまり瓜
してt)合わせて2柵軌のポールしか人 調せず.触

Jlていなければ.それぞれの称から1 れるrl!雌に

つずつ迎う色のポールを収りlJr'lすことはできないということを.il放し. ｢理tlI3｣としてまとめる〇･｢jlLI..lL13｣に対 して粥.論かあるかどうかを<.IねるO･｢｢即山3｣か ら秋のような条lJI:が必 する○

との3つの節iにt)合わせて3Fr(.加以 1._のボー 坐だねo｣といって ｢条什3｣を以′ji.

ルが入っていなければならないo如日日3 する〇･更に. ｢どの節 もL'ドつぽ しゃない し,どの2つの邦にt)2Frt軌以 I._のポールが入っていても.どれかの3つの節に2何慨iLかポールが入っていなければ｢例越3Jのような状.bいこなるからそれぞれの肺から1つずつnTう色のポールを4つ収 り川せないねo｣という瓜にllJl脚わな.-;い 回 しをして ｢粂什3｣の必Ai什 を感 L,させるo｢どの方it)J'たつぽしゃない し.どの 2
条1/I-.1.2.3をfJGたしていれば.それぞれ つの称にt)2FrtXli以lL.のポールか人,I,

の節から1つずつiLTうむのボールが4つ収 り ていて,火に. どの3つの節目こも3ql
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Jt;'' Pl 11.T一 助 指 や J. の 鮒 .L7. ,1事､＼

冊4
例i534では.なせそれぞれの節から1つずつ

迎う也のポ-ルが4つ収 り川せないのだろう

か｡

理‖14

4つの節の小に.合わせて3何(郡のポールし

か入っていないから｡

条件4
4つのFIには合わせて4印机のボ-ルか入っ

ていなければならない｡

｢粂†ノI1-3｣をテ茄たしていることを

･Bi,関するO

収 り目せるかどうかを少 しIJ日を収って

T･魁は せ. ｢収 り目せる｣と r･出 した

/l･'tJiLがいるかどうかを肺.出する｡

次の ｢rH,J4｣への進みノJは. ｢抄りiBj2
｣から ｢I.ru2｣への進みjJとI･･JLJJ法

をとる｡

rr,'り4｣の肘 Hを r･魁!させ.それをiLi

求プ リントに.rLl糾 させる｡

帆l川巡祝をして.(･･1人かの/l従をピッ

クアップし,その.LJLを,I.1!.奴にパかせ

る｡

/ド.従の止iLをまとめて.4つ称がある

のに.その4つを合わせてt),3抑軌
のポ-ルしか入っていないことを指摘

し,｢jJP..lh4｣としてまとめる｡

｢jJr川14｣に対 してyt･品かあるかどう

かを<iねる｡

｢｢即両4｣から次のような粂1'Iか必

iliだねo｣といって ｢粂1'14｣をai/｣､

する｡

uiに. ｢どの荊 t)I+'っぽしゃないし.

どの2つの抑 こt)2印加以 Jのポ-ル

が入っていて.どの3つのiTlにt)3何

軒以 fのポールが入っていて t),4つ

の邦に3和知のポールしか入っていな

ければ. ｢例脳4｣のような状めいこな

るからそれぞれの節から1つずつiL!う

色のポールを4つ取 り川せないね｡｣

という瓜に対lLMr.Jな.i一い い･LLをして ｢

条件4｣の必ii!什を感 じさせるo

ここで ｢粂†/I1-4｣を独 叫IIしなから

1つ 1つの粂1'Iの必iuL叶を価.出しなか

ら山柊的な ｢丸■i論2｣を以′Jこするo
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ここでt)1
つのiTlに3
fTt灯Lのポー

ル しかない

ということ

だけかホ ー

ルの1'州の

条l/I'に迎Lk
するように

する｡



'､f･ 円 t.T. 軌 指 iq l1. の iYI.任 点

それぞれの節iから1つずつiLTう色のポールが4つ収 り川せるためには次

の条什1.2.3.4か必4iiであるo

条111 との抑 t).+!っばであってはならない｡

条112 との2つの抑 こt)合わせて2郁斬以 I1.のポ-ルが入っていなけ

ればならない｡

条1/I3 どの3つの節にt)合わせて3抑NL以 卜のポールか入っていなけ

ればならないO

条1/L4 4つの節iには合わせて4純新のポールが入っていなければなら

ない｡

知日''.I4
条1ノII1.2.3.4をWdたしていれば.それ

ぞれの術から1つずつiLTう也のポ-ルが4つ

収 り目せるだろうか｡

Jd後のまとめrrt)な ｢uTIr''J｣である｡こ

こでワークシー トを【Llり.それを川い

ていろいろな状況を,-&'ji:させてL'川Tに

Jj-えさせ. ｢条件 1-4｣を桃たして

いればそれぞれのFrから1つずつiL!う

色のポールを4つ収 り出せるというこ

とを火越 させる｡

もし ｢こんなときは収 り目せないよ｡

｣という/卜祉がいれば,そのj(Jえを1l.i.

蚊で充血させ.叔r柚がどの条lJlに追 加

しているかを析摘 してやるO

過､L'tにタイ ミングをみはかっらって作
jBを申‥.させ.これ らの粂fJl-はそれぞ

4つ収 り川せるための必ii!-粂LJIである

ことに触れて.ホ-ルの'jiiLtIIを糾介し

,これ らの条lJIが l'JIな条1/卜で t)ある

ことを.lr及するo川jち. これらの粂IJ)
が成 りl'(.てばいつでもそれぞれの節か

ら1つずつ追う也のポールか4つ収 り

目せることを仏えるO

また,ホールの'jLPlr_を糾介することに

より数,Yの仏いLH非の ･端に触れさせ

少 しでt)数学に刈するRL味かqJくよう

にするC,

(平成8年 3月29日受理)
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